
 

  



 

～講評～ 

 第 1 問 小問集合ですが、「アモルファス(非晶質)」などの語句を忘れている人は焦ってしまったのではないでし

ょうか。また、(4)は有効数字 3 桁で、(5)が有効数字 2 桁なので、よく注意しないといけないところでし

た。 

 第 2 問 単分子膜の問題ですが、ステアリン酸とオレイン酸で実験を行い、単分子膜の厚さが異なることを分子

の立体構造と絡めて論述する設問が最後にありました。結論はわかっているので、計算ミスさえしなけれ

ば出せる問題ではありますが、時間的に後回しとした方が気持ち的にも落ち着いて解けたのではないでし

ょうか。 

 第 3 問 銅に関する問題ですが、電解精錬や銅イオンの反応が中心で、特に難しい計算問題はなかったように思

われます。語句の穴埋めで（カ）に何を入れていいのかが分かりにくかったところですが、ここはそれほど

こだわらなくてもよかったと思います。シュバイツァー試薬の主成分やフェーリング液の組成、ビウレッ

ト反応の仕組みなど細かい知識が必要ですが、ある程度は知っておいてほしいものです。 

 第 4 問 フェノールやベンゼンの反応ですが、標準的な問題だったため、しっかりと取れておかなければいけな

いものでした。 

 

大問 4 題構成で、選択問題もあるものの、第 2 問の計算に少し時間がかかるので、第 2 問を後回しにして解き進

めると比較的解きやすかったのではないでしょうか。合格ラインとしては、70％以上は欲しいところです。第 2 問

の計算問題を飛ばして他の大問が取れていれば十分に届くと思うので、確実に合格を狙うためには 75～80％は取っ

ておきたいところです。 

 


